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平成 20 年５月期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 
 

平成 20 年５月期（平成 19 年６月１日～平成 20 年５月 31 日）の業績予想について、平成 19 年７月

12 日付当社「平成 19 年５月期決算短信」にて公表しました業績予想および期末配当予想を、下記のと

おり修正いたします。 

 
記 

 
１ 平成 20 年５月期業績予想数値の修正（平成 19 年６月１日～平成 20 年５月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ２，５８４ １６３ １５２ ８７ 

円 銭

６,３６４.００

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２，０１７ １０９ １０２ ５９ ４,３１１.６６

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △５６７ △５４ △５０ △２８ ― 

増 減 率            （％） △２１.９ △３３.１ △３２.９ △３２.２ ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年５月期）

２，３３０ １３８ １４３ ８１ ５,９７０.６８

 
２ 業績予想数値修正の理由 

当社の事業は「ＩＴサービス」と「ＩＴ製品の調達代行（商品売上）」から構成されておりますが、

昨今の「商品売上」偏重の状況を打開し、顧客との継続的な関係をベースにした「ＩＴサービス」へ

回帰する事が当社の継続的発展に繋がるとの判断の基、当事業年度におきましては「ＩＴサービス」

を重視した取組みをして参りました。結果、「ＩＴサービス」においては好調に推移し、１,００３百

万円（対前期比４１.３％増）、全社売上に占める割合も３０.５％から４９.８％と前事業年度を大き

く上回るなど、当社の営業基盤を強化して参りました。特に「ＩＴサービス」の中でも「一過性のＩ

Ｔサービス」ではなく、当社が重点を置く「継続的ＩＴサービス」を中心とする受注残が２,２５５百

万円（前年比１２.４％増）と好調に推移しております。これらは新規顧客と既存顧客への「継続的Ｉ

Ｔサービス」の営業強化によるものです。 

しかしながら、「商品売上」に関しては、第４四半期に見込んでいた案件の顧客事情による遅延、原

材料の高騰などによるＩＴ投資の遅延、前述の「ＩＴサービス」の増加に伴い、複数事業年度で売上

 



計上する案件が増加した事などが影響し、１,０１３百万円（対前期比３７.４％減）と低調に推移し

ました。平成２０年５月期の業績は、売上高は２,０１７百万円（前回予想比△２１.９％）となる見

込みです。また、売上高が当初予想を下回ることによる影響を受け、営業利益・経常利益・当期純利

益につきましても当初の予想を下回る見込みです。 

 

３ 配当予想修正の内容 

 
１株当たり配当金（円） 

中間期末 期末 年間 

前回発表予想 

(平成 19 年 7月 12 日発表) 
― １,５９０円００銭 １,５９０円００銭

今回修正予想 ― １,０７５円００銭 １,０７５円００銭

(ご参考) 

前期実績（平成 19 年 5 月期） 
― １,４８０円００銭 １,４８０円００銭

 

４ 配当予想修正の理由 

当社は株主への利益還元を経営の重要な課題と位置づけ、配当につきましては、各期の経営成績と

今後の事業成長に備えるための内部留保の充実とを勘案して決定する基本方針であります。 

上記方針に基づき、配当性向２５%程度を基本とし、更に配当性向の向上を目指す方針であります。 

期首業績予想をもとに、1 株当たり配当予想を配当性向２５%にあたる１，５９０円としておりま

したが、当期純利益予想の修正を踏まえ、期末配当予想を１,０７５円に修正致します。 

 

 

（ご注意）上記に記載いたしました予想数値は、現時点におきまして入手可能な情報に基づいて算出したものであり、 

     実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以  上 


